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1978年宮城県沖地震による仙台の被害

摂南大学柴田研究室

↑大洋漁業

ピロティ構造の被害

↓オビサンビル



3写真：摂南大学柴田研究室

↑マンション；ドア開
かず、基礎被害

→屋内設備の被害
↑ブロック塀の被害
、死者１１名
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↑錦桜橋の被害（写真；東北地方整備局）

↑白石市の造成地崩壊（写真；東北学院
大学松本研究室）

↑閖上漁港に架かる橋 （写真；東北学院

大学松本研究室）
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宅地造成地の被害

以下、この項、建築学会報告書より
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1978年宮城県沖地震におけるライフライン
の被害と機能・復旧の状況ー仙台の事例

1.電力

2.都市ガス

3.水道

4.下水道

停電の仙台市内（摂南大学柴田研究室）
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電力施設の系統と被害とその影響
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停電解消状況
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都市ガスの系統（中圧）と被害
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低圧ガス導管の被害



14

ガス管の被害形態
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ガス管被害の集計
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都市ガス復旧の手順・ブロック化
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都市ガス復旧の手順（第一次ブロック化後）

地区分割実施 需要家の閉栓確認

分割地区毎に予備昇圧

路線巡回による漏洩箇所発見

大規模漏洩の修理（本支管、供給管、灯外管）

漏洩量測定

FID調査のためのパージと昇圧

FID調査

小規模漏洩の修理（本支管、供給管、灯外管）

漏洩量測定

管内圧力保持

供給直前パージ

内管検査 漏洩修理

閉栓

NO

NO

NO

OK

OK

OK
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都市ガスの復旧の工程・推移
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水道の主要系統と配水管被害
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宅地造成地での水道管被害
ー 切盛り境界の影響 －
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断水地域



22

給水装置の修理と断水解消状況
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宮城県下の水道事業体
の管路被害率
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下水道系統
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下水道管路被害パターン
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下水道管路の被害
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ポンプ場被害の状況



28

ポンプ場機能停止による放流状況
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下水道放流地域
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ライフライン復旧状況ー宮城県沖地震と新潟地震
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ライフラインの特徴

施設の特徴 災害の特徴

広域にまたがって存在 被害が広範囲にわたって同時多発

耐震的に弱い埋設管が大部分 被害の発見・復旧が困難、他施設

にくらべて被害大

被害の機能に与える影響複雑ネットワークを形成

都市生活に不可欠 長期にわたる生活の不便
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ライフライン地震時挙動のまとめ
1.電力
全国的ネットワーク

被害発見が容易・修理も早い

停電は広い範囲に及ぶが復旧は早い

他施設や都市機能への影響大

2.都市ガス

危険性大 被害の発
見困難

復旧に人員・時間を要す

全面停止から立ち上がり

3.水道
危険性比較的少ない

ネットワーク特性が活かせる
代替物なし

断水区域の極限化可能

火災への影響大

住民からの要望最も大

4.下水道
・樹木状ネットワーク

・被害の発見困難

・流れていればよい

放流、汚染

使用停止、汚水溢れ出し、降雨による
二次災害


